初めて放射性ヨード内服治療を受ける患者の症状と気持ちの分析及び看護介入の検討 by 楢原, 愛美 et al.
(p＝0.12),膀胱の D2ccは ICRUの膀胱線量より有意に












治療した 44例を対象とした.ICRUの reference pointの
線量,最大照射線量,直腸の D01cc,D1cc,D2cc,直腸壁の
D5cc, D10ccをパラメータとした.直腸の晩期有害事象
は CTCAE v3.0を用いて評価した.【結 果】 44例の










































護手順チェックリストを作成. 【結 果】 当院におけ
る前立線癌密封小線源療法の看護手順チェックリストを
作成したので報告する.【結 語】 今後このチェックリ
ストを実際に使用し評価・検討をしていく.
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【目 的】 初めて放射性ヨード内服治療を受ける患者の
症状と気持ちの推移を分析し,治療を受ける患者に有効
な看護介入方法を検討する.【対象と方法】 甲状腺癌
の患者に対して半構成的面接による質的帰納的分析と,
症状チェック用紙を用いて治療に関連する症状や気持ち
の経時的変化を観察した.【結 果】 治療前の面接で
は,?治療に伴う変化への恐れ>?初めての治療への挑戦>
等 7つのカテゴリーが抽出された.治療後の面接では,
?ヨード内服後の症状の辛さ>?治療結果への安心感と今
後の不安>等 7つのカテゴリーが抽出された.治療期間
中は,投薬日当日に一時的な嘔気の増強と,投薬日二日
目以降持続的なのどの違和感と耳下部の疼痛がみられ
た.【まとめ】 治療中の具体的なイメージ作成のため
にオリエンテーションの充実が重要であること,治療後
は症状の辛さや今後の生活について退院後の精神的フォ
ローが必要であること等が示唆された.
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